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中長期保全計画に組み入れるべき部位
の対象について



【問題意識】物理的劣化を防ぐという観点以外に、「使える」状態を維持するという観点を
踏まえ、どの部位を中長期保全計画に組み入れるべきか。

（Ａ）計画的に更新すべきもの
【該当なし】

（Ｂ）計画的に修繕すべきもの （Ｃ）故障後の対応でよいもの

事前更新型事前更新型

事後更新型事後更新型

【目 標】「使える」状態を維持するという観点を踏まえつつ、建築物の部位を３つの
パターンに分類する。

定性的に評価
（BCP計画等より抽出）
定性的に評価

（BCP計画等より抽出）

定量的に評価
（LCC－ＤＢより抽出）
定量的に評価

（LCC－ＤＢより抽出）

・リスク

・コスト

・適時の修繕による更新時期
の延伸メリットがないもの

・使用停止期間が短期なもの
・故障後も最低限の機能維持
が可能なもの

・適時の修繕による更新時期
の延伸メリットがあるもの

・業務上停止が許されない
設備機器等
・人命に影響を及ぼすもの
・故障後の経済的損失が
大きいもの

【ご意見いただきたい事項】建築物の部位毎の保全手法の選択の考え方【ご意見いただきたい事項】建築物の部位毎の保全手法の選択の考え方
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